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（２）生ごみの組成分析結果

10月14日と10月18日に実施した、生ごみの組成内訳の平均値を以下の図に示す。

生ごみ中、厨芥類の割合は74.21%、水切り用の新聞紙などの紙類が25.41%であり、これら以外

の異物の割合は1%以下であった。組成分析の個々の結果をみても、混入率が1%を超えることは

なかった。

厨芥類; 74.21%
プラスチック類; 

0.24%

紙類; 25.41%

繊維類; 0.00%
木片類; 0.01%

草本類; 0.12% その他!"#$#%&"

図３　分別生ごみの組成分析結果（重量ベース）
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図４　分別生ごみの組成分析結果の推移
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※「平均」の数値は10月14日と10月18日の単純平均であるため図3の数値（2回の回収量
全体に対する割合）とは多少相違する
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（３）詳細成分分析結果

表４　分別された厨芥類の詳細組成

kg ％ リットル ％

1.63 1.45% 1.5 0.73%

3.10 2.76% 4.0 1.94%

64.33 57.29% 138.0 67.03%

1.74 1.55% 3.5 1.70%

3.10 2.76% 10.0 4.86%

14.88 13.25% 17.0 8.26%

2.67 2.38% 4.0 1.94%

0.00 0.00% 0.0 0.00%

0.00 0.00% 0.0 0.00%

0.65 0.57% 0.8 0.39%

0.91 0.81% 1.3 0.63%

5.63 5.01% 10.0 4.86%

0.11 0.09% 0.2 0.10%

1.14 1.01% 2.5 1.21%

0.01 0.01% 0.1 0.02%

0.00 0.00% 0.0 0.00%

0.00 0.00% 0.0 0.00%

8.43 7.51% 14.9 7.22%

12.41 11.05% 13.0 6.31%

0.01 0.00% 0.0 0.00%

112.28 100.00% 205.9 100.00%

合計

生ごみとして分別された厨芥類の内訳を以下の表及び図に示す。

「植物性厨芥類」が57.29%と最も多く、次いで多いのが、「菓子、パン、麺類、寒天、米類」

の13.25%であった。以下は、「手付かずの食品」が7.51%であった。

卵（生卵、ゆで卵、卵焼き等）

菓子、パン、麺類、寒天、米類

嗜好飲料（コーヒー豆、茶葉等）

動物性厨芥（魚介類）

厨芥累計

一般厨芥

動物性厨芥（魚介類）

植物性厨芥（野菜、芋、豆類、果物等）

骨、貝殻、えびやカニの殻

水分（バケツの底にたまった水分等）

手付かずの
食品
（1/2以上残）

菓子、パン、麺類、寒天、米類

植物性厨芥（野菜、芋、豆類、果物等）

動物性厨芥（肉類）

容積重量

卵、卵の殻

乳製品（チーズ等）

ジュース・調味料等

手付かずの食品計

その他（分類不能の厨芥類）

嗜好飲料かす（コーヒーかす、茶殻等）

乳製品（チーズ等）

ジュース・調味料等

動物性厨芥（肉類）
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手付かずの食品計

その他（分類不能の厨芥類）

水分（バケツの底にたまった水分等）

図５　厨芥類の詳細組成（重量ベース）
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厨芥類の詳細組成の結果推移を以下に示す。

いずれの回においても植物性厨芥類が最も多く、調査日による大きな違いはなかった。
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図６　厨芥類の詳細組成の結果推移

※「平均」の数値は10月14日と10月18日の単純平均であるため図5の数値（2回の回収量
全体に対する割合）とは多少相違する
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